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名古屋市立大学 都市政策研究センター主催 

2024年度シンポジウム（後援:名古屋市） 

「大規模災害支援から考える大都市の役割」の開催について 

(取材のお願い) 
 

名古屋市立大学都市政策研究センターでは名古屋市様の後援を得、「大規模災害支援から考

える大都市の役割」と題しシンポジウムを開催いたします。 

東日本大震災や、未だ支援活動が続く能登半島地震による大規模災害時の名古屋市の支援

実践をふまえ、自治体連携の時代における大都市の役割について議論いたします。 

パネリストに酒井名古屋市防災危機管理局長はじめ、元名古屋市の保健師で陸前高田市支

援の際に現地でご活躍された日髙氏や、本学附属病院救急科災害医療センター長の山岸から

DMAT（災害派遣医療チーム）の活動状況などのキーノートスピーチに続き、能登半島地震に

おける上下水道局の支援活動及び本学大学生消防団員による消防局へのインタビューをもと

にした報告を行います。 

 

 

 

◎東日本大震災や令和 6年能登半島地震の現場における実情を共有します。 

◎自治体や大学として災害支援を実践するうえでの留意点を共有します。 

記 

１． 日  時   令和６年 10月 23日（水）の 13時 30分～16時 00分 

 

２． 場  所   名古屋市立大学桜山キャンパス さくら講堂 

 

３． 取材申込  取材をご希望の際は、事前に下記担当者までご連絡をお願いいたします。 

センター事務局：山の畑事務室 藤島（ふじしま） 

TEL：052(872)3495 

E-mail：cupre@sec.nagoya-cu.ac.jp 

A4サイズ：2ページ 別添あり 

mailto:cupre@sec.nagoya-cu.ac.jp


 
 

「大規模災害支援から考える大都市の役割」 

プログラム 

13：30 開催  

学長挨拶 名古屋市立大学 学長 浅井 清文 
 

13：35 第 1部 キーノートスピーチ 

「大規模災害支援の実践」 
 

１人め「東日本大震災から学ぶわたしたちの絆～笑いと涙の陸前高田市派遣体験から」 

日髙 橘子 氏（中京学院大学教授、元・名古屋市職員）  

２人め「令和 6 年能登半島地震における名古屋市の被災地支援について」 

酒井 雄一 氏（名古屋市防災危機管理局長） 

３人め「災害医療：DMAT（災害派遣医療チーム）を中心に」 

    山岸 庸太（名古屋市立大学病院救急科災害医療センター長） 
 

14：20 第２部 報告 
 

職員 能登半島地震における上下水道の支援活動 

根門 晋治 氏 名古屋市上下水道局管路部長  

学生 大学生からみた能登半島地震～消防局への聞き取りを基に 

名古屋市大学生消防団名市大分団 学生 
 

14：50 休憩 
 

15：00 第３部 ディスカッション 

「大規模災害支援から考える名古屋市の役割」 
 

進行役 原田 峻平（名古屋市立大学データサイエンス学部 准教授） 

登壇者 日髙 橘子 氏 酒井 雄一 氏 山岸 庸太 
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